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残暑厳しい中、過度に空調機器の使用を控えると、熱中症を引き起こすおそれがあります。
エアコンや扇風機等を上手に利用して、無理のない範囲で節電にご協力ください。

熱中症予防と
節電のお願い

港区では震度5弱を観測しました。

家族で防災会議
�家族の集合場所（近くの公
園や学校）、一

いっ

時
とき

集合場所、
広域避難場所、避難所、
避難経路の確認

自宅を安全な空間に
�家具類の転倒防止、ガラスの
飛散防止対策
�寝室にはなるべく家具類を置
かない

非常食・非常持ち出し品
�最低3日分（高層住宅では7日分）
の飲料水・非常食を用意しまし
ょう
�簡易トイレ、ラジオも備えましょう

道路の大渋滞
　車道には車、歩道には歩行者があふれ、緊急車両も動けない事態になった。
建造物の大きな揺れ
　大きな揺れが長く続き、家具が転倒、ガラスの破片で負傷する人もいた。
エレベーターが停止
　管理会社の人を呼んだが、渋滞と多忙で対応できなかった。

9月1日は「防災の日」、8月30日～9月5日は「防災週間」です

防災課防災係
☎内線2542～5問い合わせ

はできていますか備え大
震
災

地震が発生したら…
・まず身の安全を確保する
・火の始末は揺れが収まってから
・扉や窓を開けて避難口を確保
・慌てて屋外へ飛び出さない
・�隣近所と声を掛け合って協力体制を
・ラジオなどで正確な情報を入手し、
うわさに惑わされないようにしましょ
う

避難するときには
・徒歩で、荷物は最小限に
・ヘルメットや防災ずきんで頭部を
保護する

・底が厚い履き慣れた靴を履く
・近所の人たちと声を掛け合い、集
団で避難する

・高齢者や子どもはしっかりと手を握
り誘導する

※建物の被害や火災が発生していない場
合は、一時集合場所、広域避難場所や
避難所に避難する必要はありません。
※�防災課（区役所5階）や各総合支所の窓
口で、冊子「大震災に備えて」や「防災地
図」を配布しています。

地域での協力体制を育てましょう
　「自分たちのまちは自分たちで守る」
という意識を共有し、地域の皆さん
が協力して助け合うことが重要です。
普段から防災会等で行う防災訓練に
参加し、地域の皆さんと協力できる
ようにしておきましょう。

3月11日

備蓄はしっかりと

防災住民組織を結成する

家の中の安全対策を

　区では、区民の皆さんへ、3日分の備蓄を呼び掛けてきました。しか
し、高層住宅の場合はライフライン（電気・ガス・水道等）復旧に約6日
かかると試算されているため、7日分の備蓄を推奨します。

　家具はしっかり固定しましょう。高層住宅は一般住宅よりも揺れが
増幅される傾向があり、より注意が必要です。

　住民同士で協力し合い効率的な備えをしましょう。すばやい救助も
期待できます。

一戸建て・集合住宅では…

なかでも一番大切なことは日頃からの備えです。

　今年3月11日、東日本大震災が発生しました。この災害で教えられ
たことは、日頃の訓練と慌てず冷静に行動すること、なにより日頃の
備えが大事だということです。地震は必ず起きるものと考え、教訓を
生かした正しい心構えを身につけておくことが大切です。

とるべき対策

企業では…
　社員規模に応じた非常
用物資の十分な準備が必
要です。また、落下物や
火災の危険もあります。
慌てて屋外に出ないよう
にしましょう。
・従業員を一斉帰宅させ
　ない
・�災害時用必需品を備蓄
し、オフィスを耐震化
する
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国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、
病
気

や
け
が
に
備
え
て
、
加
入
者
が
保
険

料
を
出
し
合
い
医
療
に
か
か
る
費
用

に
充
て
る
、
相
互
助
け
合
い
の
制
度

で
す
。

　

職
場
の
健
康
保
険
・
国
保
組
合
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
等
に
加
入
し

て
い
る
人
や
、
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
人
以
外
は
、
全
て
国
保
に
加
入

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
を
お
送
り

し
ま
す

保
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

　

現
在
お
使
い
の
国
民
健
康
保
険
証

の
有
効
期
限
は
、
９
月
30
日（
金
）で

す
。
新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
を
９

月
中
旬
に
世
帯
主
宛
て
に
簡
易
書
留

（
※
）で
郵
送
し
ま
す
。

　

10
月
１
日（
土
）か
ら
新
し
い
保
険

証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。
旧
保
険
証

は
10
月
１
日（
土
）以
降
に
国
保
年
金

課（
区
役
所
３
階
）ま
た
は
各
総
合
支

所
の
窓
口
へ
お
返
し
い
た
だ
く
か
、

は
さ
み
や
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
等
で
確
実

に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

簡
易
書
留
と
は
、
郵
便
局
が
自
宅

に
直
接
配
達（
手
渡
し
）す
る
郵
便

で
す
。
配
達
時
に
不
在
の
場
合
は

不
在
連
絡
票
が
入
り
、
郵
便
局
が

保
管
し
ま
す
の
で
、
郵
便
局
に
連

絡
し
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
最

初
の
配
達
か
ら
１
週
間
以
内
に
連

絡
が
な
い
と
き
に
は
、
郵
便
物
は

区
に
戻
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
色
と
デ
ザ
イ
ン
が

変
わ
り
ま
す

�

一
般
証
は
濃
い
ク
リ
ー
ム
色
に
、

退
職
者
証
は
空
色
に
変
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
保
険
証
は
偽
造
防

止
強
化
の
た
め
、
デ
ザ
イ
ン
が
変
わ

り
ま
す
。

新
た
に
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
が
設

け
ら
れ
ま
す

　

平
成
22
年
７
月
17
日
に
改
正
臓
器

移
植
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
の
裏

面
に
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
が
設
け

ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
送
り
す
る
国
民
健

康
保
険
証
に
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

学
・
遠
の
保
険
証
を
お
持
ち
の
人
は

　

10
月
１
日（
土
）以
降
も
学
・
遠

（
遠
隔
地
）の
保
険
証
を
継
続
す
る
場

合
ま
た
は
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
場

合
は
、
い
ず
れ
も
申
請
が
必
要
で

す
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
や
脱
退
は
届

け
出
が
必
要
で
す

届
け
出
は
14
日
以
内
に

　

加
入
・
脱
退
や
、
住
所
・
氏
名
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
異
動
が
あ

っ
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
各
総
合
支

所
で
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い（
表

１
）。

社
会
保
険
等
に
加
入
し
た
人
は

　

会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と

き
は
国
民
健
康
保
険
の
喪
失
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。
会
社
の
社
会
保
険

証
と
国
民
健
康
保
険
証
を
お
持
ち
い

た
だ
き
、
各
総
合
支
所
で
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　

保
険
料
は
、
届
け
出
を
し
た
日
で

は
な
く
、
国
保
の
資
格
を
得
た
日
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
そ
の
間

に
か
か
っ
た
医
療
費
は
全
額
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

脱
退
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　

区
の
国
保
の
資
格
が
な
く
な
っ
た

後
に
国
保
の
保
険
証
を
使
う
と
、
区

が
負
担
し
た
医
療
費
を
後
で
返
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
必
ず

脱
退
手
続
き
を
し
、
保
険
証
を
お
返

し
く
だ
さ
い
。

ご
注
意

　

保
険
証
の
即
日
交
付
を
希
望
す
る

場
合
は
、
自
宅
宛
て
の
消
印
付
き
郵

便
物
ま
た
は
運
転
免
許
証
等
、
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　

外
国
籍
の
人
は
表
１
の
も
の
以
外

に
、
外
国
人
登
録
証
と
パ
ス
ポ
ー
ト

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問い合わせ
国
保
年
金
課
資
格
係

�

☎
内
線
２
６
４
３
～
５

　

区
で
は
、
不
正
な
住
民
票
の
取

得
や
虚
偽
の
戸
籍
の
届
出
な
ど
の

事
件
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
住

民
票
や
戸
籍
証
明
等
の
請
求
、
住

所
の
異
動
届
出
お
よ
び
戸
籍
の
届

出
等
の
手
続
き
の
と
き
に
、
窓
口

に
来
た
人
の
本
人
確
認
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

お
持
ち
い
た
だ
い
た
本
人
確
認

書
類
を
コ
ピ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
り
、
運
転
免
許
証
の
暗
証
番
号

の
入
力
を
お
願
い
す
る
等
の
確
認

を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

確
認
の
方
法

①
本
人
の
場
合

　

顔
写
真
が
付
い
た
公
的
な
証

明
書（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー

ト
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
等
）

を
お
持
ち
の
人
は
、
証
明
書
１
点

で
確
認
し
ま
す
。

　

前
記
の
よ
う
な
本
人
確
認
書
類

を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、
健
康
保

険
証
と
年
金
手
帳
等
、
本
人
で
あ

る
と
分
か
る
も
の
２
点
以
上
で
確

認
し
ま
す
。

②
代
理
人
の
場
合

　

本
人
か
ら
委
任
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
書
面（
委
任
状
等
）を

お
持
ち
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

代
理
人
の
本
人
確
認（
①
本
人
の

場
合
と
同
じ
）を
行
い
ま
す
。

※�

①
・
②
以
外
の
人
は
、
正
当
な

請
求
理
由
が
な
い
限
り
、
住
民

票
等
の
証
明
書
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
正
当

な
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ

の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

等
の
提
示
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
個
人
情
報
を
守
る
た

め
、
窓
口
で
の
本
人
確
認
書
類
の

提
示
や
コ
ピ
ー
に
つ
い
て
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

港
区
の
国
際
化
や
日
々
の
生
活
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

港
区
外
国
人
座
談
会
で
は
、
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
、
参
加
者

同
士
で
対
話
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
ア
イ
デ

ア
を
持
ち
寄
り
、
共
有
し
ま
し
ょ

う
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

対
象　

20
歳
以
上
の
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
外
国
人
と
日
本
人

※�

全
３
回
の
座
談
会
に
全
て
参
加
で

き
る
人

と
き

第
１
回　

10
月
14
日（
金
）

第
２
回　

11
月
17
日（
木
）

第
３
回　

平
成
24
年
2
月
7
日（
火
）

※
各
日
午
後
６
時
～
８
時

と
こ
ろ　

港
区
役
所

定
員　

16
人
程
度（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

予
定
し
て
い
る
テ
ー
マ　

第
１
・
２
回　

外
国
人
住
民
が
必
要

と
す
る
防
災
情
報
と
対
策

第
３
回　

外
国
人
登
録
制
度
の
改
正

申
し
込
み　

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
郵
送
で
、
①
氏
名
②
住
所
③
電

話
番
号
④
国
籍
⑤
性
別
⑥
年
代
⑦
勤

務
先
・
学
校
の
名
称
・
所
在
地（
在

勤
・
在
学
者
の
み
）を
明
記
の
上
、

９
月
30
日（
金
・
必
着
）ま
で
に
、
港

区
役
所
国
際
化
推
進
担
当
へ
。

※�

日
本
語
ま
た
は
英
語
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※�

座
談
会
に
は
、
日
本
語
と
英
語
の

通
訳
が
つ
き
ま
す
。

対象　

　会場
定員

1回目 2回目
平成22年12月1日～平成23
年5月31日に生まれた子ど
も（2回目は春になります）

平成22年6月1日～平成22年
11月30日に生まれた子ども

港区スポーツセンタープール棟1階
多目的室 200人 10月19日（水） 9月26日（月）

11月16日（水） 10月14日（金）
高輪区民センター 200人 11月�7日（月） 10月7日（金）
保健サービスセンター（赤坂） 150人 11月11日（金） 10月3日（月）
麻布区民センター 150人 11月14日（月） 9月30日（金）

港区役所9階 200人 10月12日（水）
11月25日（金） 9月21日（水）

受付時間　午後1時15分～2時30分
持ち物　　（1）母子健康手帳
　　　　　（2）予防接種予診票（体温以外をあらかじめ記入し、お持ちください）
申し込み　事前に予約が必要です。電話で、9月実施分は9月2日（金）～5日（月）に、10
月実施分は9月6日（火）～12日（月）に、11月実施分は9月13日（火）～18日（日）に、ポリオ
予約専用コールセンター（午前9時～午後7時受け付け）へ。☎5472－5489
※空きがある場合、各実施日の前々日と前日にも電話で受け付けます。
※保健サービスセンター以外の施設への電話での問い合わせはご遠慮ください。

表1 �こんなときには届け出を
手続き できごと 届け出に必要なもの

加入

港区に転入した 転出証明書、印鑑

職場の健康保険をやめた 職場の健康保険をやめた証明、印
鑑

子どもが生まれた（子ども
の国保加入と出産育児一時
金申請）

保険証、印鑑、母子健康手帳、世帯
主の銀行口座番号

生活保護を受けなくなった 保護廃止決定通知書、印鑑

脱退

港区から転出した 保険証、印鑑

職場の健康保険に入った 国保の保険証、勤務先の保険証、
印鑑

死亡した（脱退手続きと葬
祭費申請）

保険証、葬儀の領収書、葬儀を行
った人の銀行口座番号・印鑑

生活保護を受けた 保険証、保護開始決定通知書、印
鑑

変更等

区内で住所が変わった

保険証

世帯主が変わった
世帯が分かれた・一緒にな
った
保険証の内容訂正または汚
損
保険証をなくした（証再交
付申請）

保険料の通知書または領収書、本
人確認できるもの、印鑑

就学のため区外に転出した 保険証、在学証明書、住民票、印鑑

問い合わせ
各
総
合
支
所
区
民
課
窓
口
サ

ー
ビ
ス
係
・
台
場
分
室
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送付先・問い合わせ
〒
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‐
8511　

港
区
役
所
国
際
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推
進
担
当
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港区の人口 外国人登録人口 平成23年8月1日現在

人口

男 9万6682人 女 11万400人

男 1万1017人 女 9626人

出生など 208人 死亡など 112人

転入 1650人 転出 1654人

20万7082人（前月比92人増）

世帯数 11万8443世帯（前月比83世帯増）

外国人登録人口 2万643人（前月比466人減）

港
区
外
国
人
座
談
会　

参
加
者
募
集

平成23年度ポリオ
（小児まひ生ワクチン）

予防接種の
（
後
期
）

日程

国
民
健
康
保
険
制
度

の
ご
案
内

本
人
確
認 

に
ご
協
力
を

問い合わせ 保健予防課保健予防係（保健サービスセンター）� ☎3455－4770



☎3578–21113

◆�「広報みなと」は新聞（朝日・読売・毎日・日本経済・産経・東京）折り込みです。区の施設や、郵便局（赤坂・一ツ木通・麻布・芝・芝公園・新橋・高輪）、公衆浴場、区内のＪＲ・モノレール・
　地下鉄・ゆりかもめの駅、新聞販売店などに置いてあるほか、希望する区民の皆さんに配達しています。また、「点字広報」、「声の広報」も発行していますので、ご利用ください。

ど
ん
な
時
に
国
保
が
使
え
る
の
？

　

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、
病
院

や
診
療
所
等
の
窓
口
で
保
険
証
を
提

示
す
れ
ば（
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の

人
は
高
齢
受
給
者
証
も
併
せ
て
提

示
）、
一
定
の
自
己
負
担
分（
表
１
）

を
支
払
う
だ
け
で
医
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

入
院
時
は
、
限
度
額
適
用
認
定
証

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
場
合
、
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
）の
提
示
を
す
れ
ば
、
窓
口
で
の

支
払
い
は
限
度
額
ま
で
で
済
み
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
場
合
は
食
事
代

も
減
額
さ
れ
ま
す（
表
２
）。

　

各
種
給
付
の
申
請
は
、
各
総
合
支

所
区
民
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

医
療
費
を
全
額
自
己
負
担
し
た
と
き

◦
や
む
を
得
な
い
理
由
で
保
険
証
を

提
示
で
き
な
か
っ
た
と
き
や
、
医
師

の
指
示
で
コ
ル
セ
ッ
ト
等
の
補
装
具

を
作
っ
た
と
き
で
医
療
費
の
全
額
を

支
払
っ
た
場
合
は
、
申
請
を
す
る

と
、
保
険
で
認
め
ら
れ
た
部
分
か
ら

自
己
負
担
分（
表
１
）を
除
い
た
額
が

支
給
さ
れ
ま
す（
申
請
か
ら
支
給
ま

で
は
約
３
カ
月
か
か
り
ま
す
）。
９

歳
未
満
の
小
児
弱
視
等
の
治
療
用
眼

鏡
・
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
や
、
四
肢

の
リ
ン
パ
浮
腫
治
療（
悪
性
腫
瘍
の

術
後
）の
た
め
の
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
等
も
保
険
対
象
で
す
。

◦
海
外
出
張
や
旅
行
中
に
、
急
な
病

気
や
け
が
の
た
め
海
外
の
医
療
機
関

で
診
療
を
受
け
た
と
き
も
、
帰
国
後

に
申
請
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
海
外

で
の
療
養
を
目
的
と
し
た
場
合
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国
内
で

保
険
適
用
と
な
っ
て
い
な
い
医
療
行

為
は
保
険
給
付
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
支
給
額
は
日
本
の
医
療

機
関
等
で
同
様
の
疾
病
等
に
つ
い
て

給
付
を
受
け
る
場
合
を
基
準
と
し
て

決
定
し
ま
す
。

　

海
外
へ
行
く
場
合
は
、
各
総
合
支

所
区
民
課
で
事
前
に
必
要
な
書
類
を

取
り
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。
区
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。

子
ど
も
を
出
産
し
た
と
き（
出
産
育

児
一
時
金
）

　

国
保
加
入
者
が
出
産
し
た
と
き
、

出
生
児
１
人
に
つ
き
42
万
円
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
妊
娠
４
カ
月
以
上
で
あ

れ
ば
、
死
産
、
流
産
で
も
支
給
さ
れ

ま
す（
こ
の
場
合
、
医
師
の
証
明
が

必
要
で
す
）。

　

入
院
時
に
、
医
療
機
関
等
に
保
険

証
を
提
示
し
手
続
き
を
行
う
こ
と

で
、
出
産
育
児
一
時
金
は
国
保
か
ら

医
療
機
関
等
に
直
接
支
払
わ
れ
ま

す
。
医
療
機
関
等
へ
は
退
院
時
に
、

出
産
育
児
一
時
金
42
万
円
を
差
し
引

い
た
額
の
支
払
い
で
済
み
ま
す（
直

接
支
払
制
度
）。

　

直
接
支
払
制
度
を
利
用
し
な
い
場

合
や
海
外
で
の
出
産
の
場
合
は
、
申

請
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
等
が
直
接
支
払

制
度
に
対
応
し
て
い
な
い
場
合
、
国

保
が
医
療
機
関
等
に
出
産
育
児
一
時

金
を
直
接
支
払
う
受
取
代
理
制
度
が

あ
り
ま
す（
海
外
で
の
出
産
は
申
し

込
み
で
き
ま
せ
ん
）。

※�

他
の
健
康
保
険
に
１
年
以
上
被
保

険
者
本
人
と
し
て
加
入
し
て
い
た

人
で
資
格
を
失
っ
て
か
ら
６
カ
月

未
満
の
人
は
、
以
前
の
健
康
保
険

か
ら
出
産
育
児
一
時
金
に
相
当
す

る
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
国
保
か
ら
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。

医
療
費
を
た
く
さ
ん
支
払
っ
た
と
き

（
高
額
療
養
費
）

　

病
気
や
け
が
に
よ
る
医
療
費
の
支

払
い
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
、
支
払

っ
た
自
己
負
担
額
が
１
カ
月（
暦
月
）

で
一
定
額（
自
己
負
担
限
度
額（
表

２
））を
超
え
る
と
、
そ
の
超
え
た
分

が
高
額
療
養
費
と
し
て
後
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
入
院
を
し
た

と
き
の
差
額
ベ
ッ
ド
代
や
食
事
代
、

保
険
が
き
か
な
い
診
療
等
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

　

該
当
す
る
人
に
は
、
郵
送
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す（
医
療
機
関
か
ら

の
請
求
の
明
細
書
に
よ
り
計
算
し
ま

す
の
で
、
診
療
の
月
か
ら
３
・
４
カ

月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
）。

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度

（
高
額
介
護
合
算
療
養
費
）

　

同
一
世
帯
で
、
国
民
健
康
保
険
と

介
護
保
険
の
ど
ち
ら
に
も
一
部
負
担

金
を
支
払
っ
て
い
た
場
合
、
対
象
期

間
の
合
計
額（
※
）が
、
定
め
ら
れ
た

自
己
負
担
限
度
額（
表
３
）を
超
え
た

と
き
に
は
、
そ
の
超
え
た
分
が
高
額

介
護
合
算
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ

ま
す
。

※
月
単
位
の
一
部
負
担
額
の
合
計
額

に
は
高
額
療
養
費
お
よ
び
高
額
介

護（
予
防
）サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
分

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

対
象
期
間
は
、
毎
年
８
月
１
日
～

翌
年
７
月
31
日
で
、
年
額
で
計
算
さ

れ
ま
す
。

　

該
当
世
帯
に
は
、
申
請
の
お
知
ら

せ
を
12
月
頃
に
通
知
し
ま
す
。
た
だ

し
、
対
象
期
間
中
に
港
区
国
保
に
加

入
ま
た
は
喪
失
し
た
場
合
、
通
知
は

届
き
ま
せ
ん
。

　

高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
計
算
は

７
月
31
日
に
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
者
が
行
い
ま
す
の
で
、
対
象
期
間

中
に
港
区
国
保
を
喪
失
し
た
場
合

は
、
港
区
国
保
へ
申
請
し
自
己
負
担

額
証
明
書
の
交
付
を
受
け
、
７
月
31

日
に
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
対
象
期
間
中
に
港
区
国
保

に
加
入
し
た
場
合
、
前
の
医
療
保
険

者
お
よ
び
介
護
保
険
者
か
ら
自
己
負

担
額
証
明
書
の
交
付
を
受
け
、
港

区
国
保
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
図

１
）。

交
通
事
故
の
場
合
は
保
険
証
が
使
え

な
い
の
？

　

交
通
事
故
等
、
第
三
者
行
為
に
よ

っ
て
け
が
等
を
し
た
場
合
、
原
則
と

し
て
医
療
費
は
加
害
者
が
全
額
負
担

す
べ
き
も
の
で
す
が
、
届
け
出
に
よ

り
国
保
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
届
け
出
に
は｢

第
三
者
行

為
に
よ
る
傷
病
届｣

や｢

事
故
証
明�

書｣

が
必
要
で
す
。

　

国
保
で
治
療
を
受
け
る
と
、
区
が

病
院
へ
治
療
費
の
一
部
負
担
金
を
除

い
た
額
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
支
払
っ
た
分
に
つ
い
て
後

日
、
被
害
者
に
代
わ
っ
て
区
が
加
害

者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
、
国
保
は
使

え
ま
せ
ん
。

・
加
害
者
か
ら
既
に
治
療
費
を
受
け

取
っ
て
い
る
と
き

・
業
務
上
の
け
が
の
と
き

・
酒
酔
い
運
転
、
無
免
許
運
転
等
で

け
が
を
し
た
と
き

他
に
は
ど
ん
な
給
付
が
あ
る
の
？

　

葬
祭
費（
７
万
円
）、
結
核
・
精
神

医
療
給
付
金
、
移
送
費
の
給
付
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

各
種
給
付
金
は
事
由
発
生
日
か
ら

２
年
を
経
過
す
る
と
時
効
と
な
り
申

請
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

医
療
費
が
払
え
な
い

　

災
害
や
失
業
等
、
特
別
な
事
情
に

よ
っ
て
一
時
的
に
生
活
が
著
し
く
困

難
に
な
っ
た
と
き
、
そ
の
状
況
に
応

じ
て
、
病
院
に
支
払
う
一
部
負
担
金

を
減
額
ま
た
は
免
除
で
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
減
免
を
受
け
ら
れ
る
の

は
、
申
請
時
か
ら
原
則
３
カ
月
以
内

の
期
間
が
対
象
で
す
。

問い合わせ
国
保
年
金
課
給
付
係

�

☎
内
線
２
６
４
０
～
２

表１ �自己負担割合

年齢 医療費の
自己負担割合

70歳以上　
　75歳未満

1割※（現役並み所
得者は3割）

義務教育就学後
　　～70歳未満 3割

義務教育就学前 2割
※�平成24年4月1日からは2割に変更予定。

表3 �高額介護合算療養費の自己負担限度額
医療保険+介護保険（世帯内
の70歳以上75歳未満）

医療保険+介護保険
（70歳未満を含む）

現役並み所得者・上位所得者 67万円 126万円
一般 56万円 67万円
住民税
非課税世帯

低所得者Ⅱ 31万円 34万円低所得者Ⅰ 19万円
※�医療保険における自己負担額は保険適用のものに限ります。世帯で合算する場合、70歳未
満の人の医療費については医療機関ごと（入院、外来、各診療科別）に、それぞれ自己負担2万
1000円以上（月額）を支払ったときのみ合算対象になります。

※限度額を超えた額が500円未満の場合は支給されません。

表2 �高額療養費自己負担限度額（月額）・食事代

年齢 住民税 入院先の医療機関に提示するもの
医療費の自己負担限度額【注6】

食事代（1食）外来（個人ごと） 年3回目まで【注3】
（外来+入院）

年4回目以降【注3】
（外来+入院）

70歳以上
75歳未満

課税世帯
保険証、
高齢受給者証（3割） 4万4400円 8万100円＋｛（総医療費

－26万7000円）×1％｝ 4万4400円 260円

保険証、高齢受給者証（1割） 1万2000円【注7】 4万4400円【注8】 4万4400円 260円

非課税世帯
保険証、高齢受給者証（1割）、
限度額適用・標準負担額減額認定証
（適用区分｢Ⅱ｣）

8000円 2万4600円 2万4600円
210円

（91日目から
160円【注4】）

非課税世帯
【注1】

保険証、高齢受給者証（1割）、
限度額適用・標準負担額減額認定証
（適用区分｢Ⅰ｣）

8000円 1万5000円 1万5000円 100円

70歳未満
【注5】

課税世帯
【注2】

保険証、限度額適用認定証
（適用区分｢Ａ｣）

15万円＋｛（総医療費
－50万円）×1％｝ 8万3400円 260円

課税世帯 保険証、限度額適用認定証
（適用区分｢Ｂ｣）

8万100円＋｛（総医療費
－26万7000円）×1％｝ 4万4400円 260円

非課税世帯
保険証、
限度額適用・標準負担額減額認定証
（適用区分｢Ｃ｣）

3万5400円 2万4600円
210円

（91日目から
160円【注4】）

【注1】世帯員それぞれの所得が0円、年金収入80万円以下の世帯の人。
【注2】世帯の被保険者（擬制世帯主を除く）の所得（総所得金額などから住民税基礎控除額33万円を差し引いた額）の合計額が600万円を超える世帯。
【注3】同一世帯で過去1年間に高額療養費に該当した回数。
【注4】過去1年間の入院期間が90日間を超えた場合、再度申請が必要です。
【注5】70歳未満の人の医療費については医療機関ごと（入院、外来、歯科は別）に、それぞれ自己負担2万1000円以上（月額）を支払ったときのみ合算対象になります。
【注6】75歳到達月は、国民健康保険と後期高齢者医療制度の限度額がそれぞれ2分の1ずつになります。
　　�※｢限度額適用認定証｣および｢限度額適用・標準負担額減額認定証｣の交付を受けるためには申請が必要です。
【注7】平成24年4月から、2万4600円に変更予定。
【注8】平成24年4月から、6万2100円（4回目以降は4万4400円）に変更予定。

図1 �高額介護合算療養費支給の流れ（7月31日に加入している医療保険者が港区国保のとき）
⑤計算結果（介護分）の送付

介護保険者
②自己負担額証明書交付（※）

世�帯�主
③支給申請（②の証明書を添付） 港区国保

（医療保険者）
④支給額の計算

①支給申請書兼自己負担額
　証明書交付申請（※）

⑥世帯主へ支給決定通知送付
　および現金の支給（医療分）介護サービス

利用者⑥介護サービス利用者へ支給決定通知送付
　および現金の支給（介護分）

※港区介護保険者分については①、②は省略できます。
・対象期間中に保険の変更がある場合、それぞれの保険者へ①の申請をし、②の交付を受け、港区国保へ申請時に添付してください。

国
民
健
康
保
険

の
給
付
に
つ
い
て
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◆各いきいきプラザ、各福祉会館◆　芝公園☎3438－0395　三田☎3452－9421　新橋☎3433－4006　南麻布☎5232－9671　本村☎3444－3656　麻布☎3408－7888
西麻布3486－9166　飯倉☎3583－6366　青山☎3403－2011　赤坂☎3583－1207　青南☎3423－4920　白金台☎3440－4627　豊岡☎3453－1591
高輪☎3449－1643　白金☎3441－3680　◆各健康福祉館◆　港南☎3450－9915　虎ノ門☎3539－2941　◆芝浦アイランド児童高齢者交流プラザ◆　☎5443－7338
◆台場高齢者在宅サービスセンター◆　☎5531－0520

元気でいこう元気元気元気元気気気気気でいでいでいでいでいでいでいでいこうこうこうこうこうこうこうこう気でで元気でいこう
介護予防しよう介護介護介護介護介護介護介護介護予防予防予防予防予防予防予防予防しよしよしよしよしよしよしし うううう介護予防しよう

高齢者健康
トレーニング

後期

参加者募集

平成23年度

　

高
齢
者
健
康
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
毎

年
参
加
希
望
者
が
多
く
、
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
で
参
加
者
の
決
定

を
し
て
い
ま
し
た
。
平
成
23
年
度
後

期
か
ら
は
、
希
望
者
全
員
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
定
員
を
超
え

る
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
時
間
短
縮

や
入
れ
替
え
制
等
に
よ
り
実
施
し
ま

す
。

対
象　

60
歳
以
上
の
区
民
で
、
介
護

認
定（
要
支
援
・
要
介
護
）を
受
け
て

お
ら
ず
、
半
年
間
継
続
し
て
参
加
で

き
る
人

※
通
院
中
の
場
合
は
主
治
医
の
了
承

が
必
要
で
す
。

実
施
期
間　

10
月
～
平
成
24
年
３
月

（
週
１
回
、
全
20
回
程
度
）

※
各
コ
ー
ス
に
よ
り
日
程
が
異
な
り

ま
す
。

内
容

⑴
健
康
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
入
門（
初
心

者
向
き
）42
コ
ー
ス

　

楽
し
く
体
を
動
か
し
な
が
ら
筋
力

や
柔
軟
性
、
バ
ラ
ン
ス
力
の
向
上
を

め
ざ
し
ま
す
。

⑵
か
ん
た
ん
筋
ト
レ（
体
力
の
あ
る

人
向
き
）11
コ
ー
ス

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
使
用
せ

ず
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
バ
ラ
ン

ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
を
組
み
合
わ
せ

ま
す
。

⑶
か
ろ
や
か
膝（
膝
に
痛
み
が
あ
る

人
向
き
）１
コ
ー
ス

　

膝
周
囲
の
筋
を
動
か
し
、
膝
の
痛

み
の
軽
減
を
め
ざ
し
ま
す
。
効
果

を
高
め
る
た
め
、
自
宅
で
の
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
も
並
行
し
て
行
い
ま
す（
１

回
で
修
了
し
、
再
受
講
は
で
き
ま
せ

ん
）。

※
参
加
は
⑴
～
⑶
の
全
54
コ
ー
ス
の

う
ち
、
１
人
１
コ
ー
ス
の
み
で
す

（
希
望
は
第
３
希
望
ま
で
受
け
付

け
ま
す
）。

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員

表
１
の
と
お
り

申
し
込
み

　

⑴
・
⑵
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

⑴
直
接
ま
た
は
郵
送

　

各
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
、
各
高
齢
者

相
談
セ
ン
タ
ー
、
各
総
合
支
所
区
民

課
等
で
配
布
す
る
参
加
申
込
書
を
、

希
望
す
る
施
設
へ
直
接
ま
た
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
い
き
い

き
プ
ラ
ザ
以
外
の
会
場
を
希
望
す
る

場
合
は
高
齢
者
支
援
課（
区
役
所
２

階
）へ
直
接
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

⑵
電
話

　

電
話
で
希
望
コ
ー
ス
番
号
、会
場
、

内
容
等
を
申
し
込
み
、
郵
送
さ
れ
た

参
加
申
込
書
を
、
希
望
す
る
会
場
へ

直
接
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
受
付
電
話
番
号（
午
前
９

時
～
午
後
５
時
受
け
付
け
）

�

☎
３
８
２
０
‐
７
４
３
７

申
し
込
み
期
間

直
接　

９
月
１
日（
木
）～
７
日（
水
）

郵
送　

９
月
９
日（
金
・
必
着
）

費
用　

無
料

結
果
の
通
知

　

９
月
下
旬
に
郵
送
で
全
員
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問い合わせ
高
齢
者
支
援
課
介
護
予
防
係

�

☎
内
線
２
４
０
８
～
１
３

各
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
等

�

☎
欄
外
参
照

包
括
外
部
監
査
の

テ
ー
マ
が
決
ま
り
ま
し
た

　

包
括
外
部
監
査
は
、
公
認
会
計
士

や
弁
護
士
等
の
資
格
を
持
つ
外
部
の

専
門
家
が
、
区
の
仕
事
に
つ
い
て
自

ら
特
定
の
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
財
務

や
会
計
を
中
心
に
監
査
を
行
う
も
の

で
す
。
区
政
の
透
明
性
・
効
率
性
を

高
め
る
た
め
、
平
成
13
年
度
か
ら
導

入
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
次
の
テ
ー
マ
を
選
定

し
、
事
業
実
施
や
財
務
管
理
の
状
況

を
、
効
率
性
等
の
視
点
か
ら
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
す
。

テ
ー
マ

「
保
健
福
祉
支
援
部
及
び
子
ど
も
家

庭
支
援
部
を
中
心
と
し
た
委
託
料
の

財
務
事
務
に
つ
い
て
」

　

区
は
21
世
紀
を
展
望
し
た
区
の
将

来
像「
や
す
ら
ぎ
あ
る
世
界
都
心
・

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」の
実
現
に
向
け
、

重
要
政
策
の
ひ
と
つ
を
福
祉
・
保

健
・
教
育
の
充
実
と
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
代
社
会
に
お
け
る
区
民
ニ
ー
ズ

が
ま
す
ま
す
複
雑
・
多
様
化
し
、
増

大
す
る
中
で
、
区
が
直
接
実
施
す
る

よ
り
も
効
果
的
ま
た
は
効
率
的
な
事

業
に
つ
い
て
は
、
民
間
企
業
等
へ
の

委
託
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
包
括
外
部
監
査
で
は
、

保
健
福
祉
支
援
部
お
よ
び
子
ど
も
家

庭
支
援
部
を
中
心
に
、
委
託
事
業
の

執
行
状
況
の
適
切
性
、
効
率
性
、
有

効
性
等
を
監
査
し
ま
す
。

包
括
外
部
監
査
人
と
補
助
者

包
括
外
部
監
査
人

公
認
会
計
士　

青
山　

伸
一

補
助
者

公
認
会
計
士　

宮
本　

和
之

公
認
会
計
士　

木
下　

哲

公
認
会
計
士　

作
本　

遠

公
認
会
計
士　

加
藤　

聡

問い合わせ
企
画
課
企
画
担
当

�

☎
内
線
２
５
７
２

（
大
平
台
み
な
と
荘
は
、11
月
11
日

宿
泊
分
ま
で
の
受
け
付
け
）

（
大
平
台
み
な
と
荘・

　
　
　
　

ホ
テ
ル
暖
香
園
）

区
民
保
養
施
設
利
用
案
内

11
月
利
用
分
抽
選
申
し
込
み

対
象　

区
民

申
し
込
み　

専
用
は
が
き
を
Ｊ
Ｔ
Ｂ

み
な
と
予
約
セ
ン
タ
ー
へ
９
月
12
日

（
月
・
必
着
）ま
で
に
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
専
用
は
が
き
は
、
各
総
合
支

所
、
各
区
民
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
新

橋
・
赤
坂
支
店
に
あ
り
ま
す
。
ま
た

は
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
・
施
設
予

約
シ
ス
テ
ム
で
９
月
18
日（
日
）ま
で

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
抽
選
結
果

は
月
末
に
ご
自
宅
に
送
り
ま
す
。

空
き
室
申
し
込
み

対
象　

区
内
在
住
・
在
勤
者

申
し
込
み　

利
用
希
望
日
の
１
カ
月

前
の
同
日
か
ら
保
養
施
設
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
、
保
養
施
設
予
約
シ
ス
テ

ム
、
ま
た
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
み
な
と
予
約
セ

ン
タ
ー
で
申
込
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

利
用
者
登
録　

利
用
申
し
込
み
に
は

利
用
者
登
録
が
必
要
で
す
。
抽
選
申

し
込
み
の
専
用
は
が
き
で
登
録
で
き

ま
す
。

大
平
台
み
な
と
荘
臨
時
休
館

　

大
平
台
み
な
と
荘
は
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
交
換
工
事
の
た
め
、
11
月
12
日

（
土
）～
12
月
12
日（
月
）ま
で
休
館
し

ま
す
。
休
館
中
は
ホ
テ
ル
暖
香
園
の

借
り
上
げ
部
屋
数
を
増
や
し
ま
す
。

区
民
保
養
所
利
用
手
帳
に
つ
い
て

　

区
民
保
養
所
利
用
手
帳
に
よ
る
減

額
利
用
に
つ
い
て
は
、
年
度
を
越
え

て
の
繰
り
越
し
や
振
り
替
え
は
で
き

ま
せ
ん
。

問い合わせ
○
登
録
・
利
用
・
申
し
込
み

Ｊ
Ｔ
Ｂ
み
な
と
予
約
セ
ン
タ
ー

平
日
午
前
10
時
30
分
～
午
後
６

時
30
分（
土
・
日
曜
、
祝
日
を

除
く
）

�

☎
３
５
０
４
‐
３
５
９
０

区
民
保
養
施
設
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス

�

午
前
８
時
～
午
後
10
時

�

☎
６
２
６
８
‐
８
２
５
０

区
民
保
養
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

空
き
室
照
会
な
ど

�

午
前
５
時
～
午
前
０
時

抽
選
空
き
室
申
し
込
み
な
ど

�

午
前
８
時
～
午
前
０
時

https://hoyo.city.m
inato.

tokyo.jp

○
区
民
保
養
施
設
事
業
に
つ
い

てみ
な
と
コ
ー
ル

�

☎
５
４
７
２
‐
３
７
１
０

担
当
課　

地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て 

正
し
い
理
解
の
た
め
に

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
、
末
梢
神
経
が
ま

ひ
し
た
り
、
皮
膚
に
さ
ま
ざ
ま
な
病

的
な
変
化
が
起
こ
っ
た
り
す
る
感
染

症
で
す
。「
ら
い
菌
」と
い
う
細
菌
に

感
染
す
る
こ
と
で
起
こ
る
病
気
で
す

が
、
ら
い
菌
の
感
染
力
は
弱
く
、
非

常
に
う
つ
り
に
く
い
も
の
で
す
。

　

昭
和
18（
１
９
４
３
）年
に
開
発
さ

れ
た
プ
ロ
ミ
ン
に
始
ま
る
有
効
な
治

療
薬
に
よ
っ
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
確

実
に
治
る
病
気
と
な
り
ま
し
た
。
治

癒
し
た
回
復
者
か
ら
感
染
す
る
可
能

性
は
全
く
な
く
、
治
癒
し
た
後
に
残

っ
て
い
る
、
顔
面
や
手
足
の
変
形
と

い
っ
た
身
体
的
変
化
は
後
遺
症
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
か
つ
て
は
不
治
の
病
あ

る
い
は
遺
伝
病
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
特
に
昭
和
６（
１
９
３
１
）年

以
降
、
法
律
に
よ
り
全
て
の
患
者
の

強
制
隔
離
が
進
め
ら
れ
、
同
時
に
全

国
的
な「
無
ら
い
県
運
動
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
ハ
ン
セ
ン
病

は
伝
染
力
が
強
く「
怖
い
病
気
」と
い

う
誤
解
を
生
み
、
差
別
と
偏
見
を
大

き
く
し
た
の
で
す
。

　

昭
和
28（
１
９
５
３
）年
に
成
立
し

た「
ら
い
予
防
法
」に
お
い
て
も
、
強

制
隔
離
等
の
政
策
が
継
続
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
８（
１
９
９
６
）年

に
同
法
は
廃
止
と
な
り
、
現
在
、
ハ

ン
セ
ン
病
は
保
険
診
療
の
対
象
と
し

て
、
大
学
病
院
や
一
般
医
療
機
関
の

皮
膚
科
で
診
療
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
13（
２
０
０
１
）年
５
月
に
は
、

熊
本
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
、
国
の

ハ
ン
セ
ン
病
政
策
の
違
法
性
を
問
う

全
国
で
初
め
て
の
判
決
が
下
さ
れ
、

国
に
賠
償
命
令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入

所
者
と
い
う
理
由
だ
け
で
ホ
テ
ル
が

宿
泊
拒
否
を
す
る
等
、
今
な
お
ハ
ン

セ
ン
病
患
者
へ
の
偏
見
や
差
別
は
な

く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
ハ
ン
セ
ン

病
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
つ

け
、
理
解
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。問い合わせ

人
権
・
男
女
平
等
参
画
担
当

�

☎
内
線
２
０
２
５
～
７

表１ �後期健康トレーニング事業会場・定員

地区 コース
番号 会場 内容 曜日 時間 定員（人） 申請書提出先

芝

1
三田いきいきプラザ 健康トレーニング入門 火 午前 24

三田いきいきプラザ2 火 午後 24
3 かんたん筋トレ 月 午前 24
4

虎ノ門いきいきプラザ 健康トレーニング入門
火 午前 15

虎ノ門いきいきプラザ5 水 午前 15
6 木 午前 15
7 かんたん筋トレ 月 午前 15
8 芝公園福祉会館 健康トレーニング入門

木 午後 25
高齢者支援課9 金 午前 25

10 新橋福祉会館 火 午後 18

麻布

11 南麻布いきいきプラザ

健康トレーニング入門

木 午前 25 南麻布いきいきプラザ12 午後 25
13 本村いきいきプラザ 木 午前 20 本村いきいきプラザ14 午後 20
15 麻布いきいきプラザ 月 午前 20 麻布いきいきプラザ16 かんたん筋トレ 月 午後 20
17 西麻布いきいきプラザ

健康トレーニング入門

木 午前 14 西麻布いきいきプラザ18 金 午前 14
19

飯倉いきいきプラザ
火 午前 25

飯倉いきいきプラザ20 金 午前 25
21 かんたん筋トレ 木 午前 25
22 麻布地区総合支所 かろやか膝 月 午前 15 高齢者支援課

赤坂

23
赤坂いきいきプラザ

健康トレーニング入門

火 午前 10
赤坂いきいきプラザ24 木 午後 10

25 金 午前 10
26

青山いきいきプラザ
火 午前 20

青山いきいきプラザ27 水 午前 20
28 かんたん筋トレ 水 午後 20

地区 コース
番号 会場 内容 曜日 時間 定員（人） 申請書提出先

赤坂

29 青山いきいきプラザ かんたん筋トレ 木 午前 25 青山いきいきプラザ
30

青南いきいきプラザ 健康トレーニング入門
月 午後 16

青南いきいきプラザ31 水 午前 16
32 木 午前 16

高輪

33

豊岡いきいきプラザ 健康トレーニング入門
水 午前 20

豊岡いきいきプラザ34 金 午前 20
35 金 午後 20
36 かんたん筋トレ 火 午後 20
37

高輪いきいきプラザ 健康トレーニング入門 水 午前 20
高輪いきいきプラザ38 金 午前 20

39 かんたん筋トレ 月 午前 20
40

白金いきいきプラザ

健康トレーニング入門

火 午前 25
白金いきいきプラザ41 水 午前 25

42 木 午後 25
43

白金台いきいきプラザ

火 午前 25

白金台いきいきプラザ
44 水 午前 25
45 木 午前 25
46 金 午前 25
47 かんたん筋トレ 水 午後 25

芝浦
港南

48

港南いきいきプラザ 健康トレーニング入門
水 午前 25

港南いきいきプラザ49 水 午後 25
50 木 午後 25
51 かんたん筋トレ 金 午後 25
52 芝浦アイランド児童

高齢者交流プラザ
健康トレーニング入門 月 午前 20 高齢者支援課53 かんたん筋トレ 金 午前 20

54 台場高齢者在宅�
サービスセンター 健康トレーニング入門 金 午前 15 台場高齢者在宅

サービスセンター



☎3578–21115

9月7日（水）～16日（金）
「申込みのしおり」配布場所
受託事業者大成サービス㈱、高齢者
支援課（区役所2階）、各総合支所・
台場分室、各いきいきプラザ
「申込みのしおり」を郵送します
1冊につき200円分の切手を同封し、
住所・氏名・連絡先を明記の上、9
月9日（金・必着）までに、〒104－
8344中央区八重洲2－6－21　受託事
業者大成サービス㈱へ。
渥郵送で、9月19日（月・祝、必着）
までに、高輪郵便局へ。
鯵受託事業者大成サービス㈱
　　� ☎6746－3014
高齢者支援課高齢者施設係
� ☎内線2424

旧乃木邸の一般公開を中止しま
す

毎年9月中旬に旧乃木邸を一般公
開していましたが、東日本大震災に
より一部被災したため、今年の一般
公開を中止します。
鯵赤坂地区総合支所協働推進課土
木係� ☎5413－7015

「ちぃばす」麻布ルート、高輪
ルートバス停の一時休止のお知
らせ

麻布ルート一時休止バス停
「東麻布の町会のお祭り」開催に伴
う交通規制により、復路（港区役所
方面）で108－2番「東麻布三丁目」の
バス停を一時休止します。
葦 9月10日（土）・11日（日）午前9時
～午後5時
高輪ルート一時休止バス停
高輪神社「神幸祭の宮神輿渡御」に

伴う交通規制により、高輪ルート
（往路・復路）で一部バス停を休止し
ます。休止するバス停と時間および

迂回ルートについては、高輪ルート
各バス停と車内に掲示し、区のホー
ムページでもお知らせします。
葦 9月11日（日）午後1時～4時
※各ルートの休止バス停の時間帯に
ついては、当日の交通規制の状況に
より変更になる場合があります。
鯵土木課交通対策担当� ☎内線2278
㈱フジエクスプレス　�☎3455－2213

「福祉バザー」の寄贈物品募集

　港区社会福祉協議会は、みなと区
民まつりに参加し、福祉バザーを開
催します。職場や家庭に未使用品が
ありましたら、寄付してください。
収益は、港区社会福祉協議会の地域
福祉推進事業のために活用し、一部
は東日本大震災義援金として寄付し
ます。
寄付していただきたい物品
衣料品（中古不可）、石けん、タオ
ル、シーツ、せともの、食料品（瓶
詰・缶詰・乾物）、玩具、アクセサ
リー、傘等※未使用品に限ります。
食料品は、賞味期限が平成23年12月
以降の物に限ります。電気製品、酒
類、本・雑誌はご遠慮ください。
葦 9月1日（木）～30日（金）の平日午
前9時～午後5時※芝浦アイランド児
童高齢者交流プラザは午前9時30分
～午後5時
梓港区社会福祉協議会みなとボラ
ンティアセンター、各総合支所・台
場分室、各いきいきプラザ、各福祉
会館、芝浦アイランド児童高齢者交
流プラザ
鯵港区社会福祉協議会みなとボラ
ンティアセンター　　�☎3431－2081

放置自転車リサイクル

葦 9月11日（日）午前10時～10時30分
受け付け、その後購入順位の抽選
梓みなと清掃事務所リサイクル作

業室（元麻布3－9－6）
販売台数　20台程度※港区民優先枠
を設けています。
費用　価格等詳しくは、お問い合わ
せください。
鯵（公社）港区シルバー人材センタ
ー　� ☎5232－9681
リサイクル作業室（火～土曜）
� ☎3479－3116

平成23年度第3回港区スポーツ
振興計画策定委員会開催のお知
らせ

葦 9月16日（金）午後6時30分～8時
梓区役所9階会議室※傍聴および保
育を希望する人は、9月14日（水）ま
でにお申し込みください。
渥電話で、生涯学習推進課スポー
ツ振興係へ。　　　　　��☎内線2753

「体育指導委員」は「スポーツ推
進委員」に名称が変わりました

　｢スポーツ振興法｣が50年ぶりに全
部改正され、｢スポーツ基本法｣が8
月24日に施行されたことに伴い、こ
れまでの体育指導委員はスポーツ推
進委員に名称が変わりました。
スポーツ推進委員は「スポーツ基
本法」に基づき港区教育委員会から
委嘱される非常勤の公務員で、平成
23年9月1日現在、26人の委員がスポ
ーツを通して地域の皆さんが健康で
楽しく豊かな毎日を送るための幅広
い活動を行っています。
健康維持・ストレス解消にスポー
ツを始めてみたい人や、ニュースポ
ーツに興味がある人は、スポーツ推
進委員にご相談ください。
鯵生涯学習推進課スポーツ振興係
� ☎内線2750～3

情報アンテナ
■港区文化芸術活動助成事業「おもてなし
の文化と粋」
　地唄舞とお茶・お花の粋な関係をお楽し
みください。
とき　9月17日（土）午後2時　ところ　ホテ
ルオークラ東京　清流の間（虎ノ門2－10－
4）　定員　100人（申込順）　費用　お茶・
お菓子付きの場合：大人3000円、大学生・
専門学校生2000円、高校生以下1000円　
お茶・お菓子・茶花体験付きの場合：大人
4000円、大学生・専門学校生3000円、高校
生以下2000円　問い合わせ　地唄舞普及協
会☎080－3933－8731　FAX3444－0058
Email：Jiutamai.fukyu@gmail.com
■港区文化芸術活動助成事業「天空Ⅴ　ひ
びき合う心」
　日本とネパールの交流と、衣裳・音楽・舞
のコラボレートファッションショーです。
とき　9月27日（火）午後7時　ところ　草月
ホール（赤坂7－2－21）　無料招待　区民30
人（申込順）　問い合わせ　美・JAPON☎
090－9008－8575　Email：npo_be_japon@
yahoo.co.jp　詳しくは、ホームページhttp://
bejapon.web.fc2.comをご覧ください。
■東日本大震災復興支援フェア（大田市場
まつり）
　風評被害産地の青果物即売（売り上げの
一部を義援金として寄付）、水産物の即売
等を行います。
とき　9月11日（日）午前9時45分～午後1時�
ところ　大田市場（大田区東海3－2－1）　
問い合わせ　東京都中央卸売市場大田市場
☎3790－8301
■家出少年等の相談
　警視庁では、各少年センターを中心に、
少年の家出や非行問題、福祉犯罪の被害の
悩み事等に対し、面接または電話の相談に
応じています。
相談場所　（1）警視庁少年育成課大森少年
センター（大田区大森北1－13－16）平日午
前8時30分～午後5時15分☎3763－0012　
（2）家出人電話相談室（千代田区霞が関2－1
－1）平日午前8時30分～午後5時15分☎3592
－1640　（3）ヤング・テレホン・コーナー
（千代田区霞が関2－1－1）平日午前8時30分
～午後8時、土・日曜、祝日午前8時30分～
午後5時※年末年始を除く　☎3580－4970

番組名・放送時間 内　容

こんにちは港区長です 「麻布未来写真館」
武井区長が麻布地区の地域事業「麻布未来写真
館」のメンバーと、今までの活動内容や麻布地区
の新旧の写真について対談します。（20分番組）

午前 �11時30分
午後 �2時30分・8時・10時

港区広報トピックス
※毎月1・11・21日更新

＜区内のできごと＞　
区内の催し物やイベント等を通して、区民の皆
さんの活動を紹介します。
＜港区からのお知らせ＞　
各課からのお知らせをお伝えします。
１日更新：�防災課「防災週間について」
11日更新：�生涯学習推進課「平成25年東京国体の

なぎなた競技について」
21日更新：�子ども家庭課「桂坂保育室について」午前 10時

午後 �1時・3時・5時30分・9時

港区地域情報番組
みなとクイックジャーナル（20分番組）
バイリンガル（英語）放送
※毎月1日更新

＜青山の歴史と郡上おどり｢子どもたちの自然・
伝統文化体験教室｣（赤坂地区総合支所）＞
青山と岐阜県郡上市の歴史的なつながりと、赤
坂・青山の小学生が郡上市に訪問した「自然・伝
統文化体験教室」の様子をお伝えします。
＜みなとインフォメーション（手話放送）＞
「大雨に備えて」について紹介します。

午前 10時30分
午後 �1時30分・3時30分・6時・9時30分

ケーブルテレビ

ＣＴＴマスコットチャンネルＣＴＴマスコットチャンネル

（デジタル11ＣＨ）
番組ガイド番組ガイド

（デジタル11ＣＨ）

港区
広報

99

※�広報番組は、区のホームページでもご覧になれます（放送開始日から1週間程度かかりま
す）。

※番組の内容が変更になることがあります。
※�港区広報番組を放送月の翌月からビデオテープ・DVDで貸し出します（平成22年10月放
送以降の番組）。

貸出場所：区長室、各総合支所・台場分室、各港区立図書館
　問い合わせ　
○ケーブルテレビ視聴について／JCNみなと新宿� ☎0120－037109（午前9時～午後5時30分）
○番組内容について／区長室広報係� ☎内線2036
○�テレビ電波受信障害解消のための加入工事費の一部助成について／環境課� ☎内線2492

　

高
輪
地
区
総
合
支
所
で
は
、
高
輪

地
区
内
に
あ
る
寺
社
の
境
内
、
公

園
・
児
童
遊
園
等
の
ス
ペ
ー
ス
を
活

用
し
、
誰
も
が
自
由
に
訪
れ
、
互
い

に
交
流
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ

ロ
ン
を
開
催
す
る
他
、
子
ど
も
向
け

に
地
域
の
魅
力
を
紹
介
す
る
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
自
然
教
育
園
の
景
観
に

触
れ
、
子
ど
も
と
保
護
者
が
楽
し
め

る
自
然
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

高
輪
地
区
総
合
支
所
管
内
在

住
・
在
学
の
小
学
生
以
下
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者

※�

必
ず
子
ど
も
と
保
護
者
同
伴
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　

９
月
23
日（
金
・
祝
）午
前
10

時
～
正
午

と
こ
ろ　

国
立
科
学
博
物
館
附
属
自

然
教
育
園（
白
金
台
５
‐
21
‐
５
）

内
容　

自
然
に
つ
い
て
学
び
な
が

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
植
物
の
種
を
使
っ

て
遊
ぶ
自
然
体
験
教
室
を
行
い
ま

す
。
そ
の
後
、
園
内
を
散
策
し
、
一

緒
に
昼
食
を
食
べ
ま
す
。
事
業
終
了

後
、自
由
に
園
内
を
散
策
で
き
ま
す
。

定
員　

30
人（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

費
用　

無
料

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
、
９
月
13
日（
火
）ま
で
に
、
高

輪
地
区
総
合
支
所
協
働
推
進
課
地
区

政
策
担
当
へ
。

※�

フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
は
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　
　

・
弁
当
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

申し込み・問い合わせ
高
輪
地
区
総
合
支
所
協
働
推
進

課
地
区
政
策
担
当

�

☎
５
４
２
１
‐
７
１
２
３

�

FAX
５
４
２
１
‐
７
６
２
６

寺
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

港
区
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
自
然
の
中
で
遊
ぼ
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ロ
ン
＆

自
然
体
験
教
室
を
行
い
ま
す

コミュニテ
ィ・サロン
の様子

◆港区スポーツセンター・区民センター・健康増進センター・生涯学習センター・青山生涯学習館のお知らせは、毎月5日（土・日曜の場合は翌月曜）発行の港区スポーツふれ
　あい文化健康財団ニュース｢　　　　　｣に掲載されています。☎5770－6837 FAX5770－6884 http : //www.kissport.or.jp

6ページからつづく
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解を深める基本的な知識を習得する
講座です。
悪区内の会社・事業所、学校、地
域の団体等、10人以上のグループ
葦日時はご相談ください。時間は
約90分間です。
梓希望の場所（区内）へ派遣します。
渥電話で、高齢者支援課介護予防
係へ。　　　　　　�☎内線2408～13

障害者自立支援法に基づく障害
者重度訪問介護従業者養成研修

悪下記全課程を履修可能な区内在
住・在勤・在学者または、研修修了
後に区内で介護関係の仕事に携わり
たいと考えている人（修了証が交付
され、重度訪問介護従業者として、
介護業務に従事可能）
葦・握

とき 内容

講
義
研
修

10月22日（土）
午前10時～
午後5時

重度の肢体不自由
者の地域生活、介
護技術、医療的ケ
アを必要とする重
度訪問介護利用者
の障害および支援
に関する知識（前
半）

10月23日（日）
午前10時～
午後4時

医療的ケアを必要
とする重度訪問介
護利用者の障害お
よび支援（後半）、
緊急時の対応およ
び危険防止、コミ
ュニケーションの
技術に関する知識

実
技
研
修

10月24日（月）～
12月21日（水）の
間で2日間

基礎的な介護とコ
ミュニケーショ
ン、外出時の介護
技術や、重度の肢
体不自由者の介護
サービス提供現場
実習

梓講義研修：区役所9階会議室　実
技研修：区内各実習先　
芦 30人（申込順）※手話通訳、自宅
での介護、保育が必要な場合は、申
し込み時にお申し出ください。
渥往復はがきの往信面に郵便番
号・住所・氏名（ふりがな）・年齢・
電話番号を、返信面に郵便番号・住
所・氏名を明記の上、9月30日（金・
必着）までに、〒105－8511　港区役
所障害者福祉課障害者支援係へ。
� ☎内線2460　FAX3578－2678

介護者教室「笑いと楽力を身に
つけよう」～笑って楽しく過ご
すコツを学ぶ～

悪 60歳以上の区民
葦 9月21日（水）午後1時30分～3時30
分
梓白金台いきいきプラザ
芦 40人（申込順）
渥電話で、高輪地区高齢者相談セ
ンターへ。　　　　　�☎3449－9669

10月開始の介護予防事業（二次
予防事業）参加者募集～元気で
いこう　介護予防しよう～

悪高齢者相談センターで、基本チ
ェックリスト（介護予防に関する質
問）に回答し、必要性が見つかった
65歳以上の区民（要介護認定を受け
ている人および医師等から運動を止
められている人を除く）
芦事業、会場により異なります。
葦・梓（1）筋力向上トレーニング：
青山いきいきプラザ（10月3日（月）～
12月23日（金・祝））（2）みんなと介

護予防講座（口
こう

腔
くう

機能向上・栄養改
善）：白金台いきいきプラザ（10月14
日（金）～11月25日（金））（3）水中トレ
ーニング：港南いきいきプラザ（10月
4日（火）～11月24日（木））※定員に余
裕がある場合、開催中の他の事業へ
の途中参加を受け付けます。
渥電話で、各高齢者相談センター
へ。� ☎欄外参照

★障害者のための「キミ子方式
水彩画」

初めての人も経験者も、誰でも今
日からすぐに描ける講座です。
葦 9月29日、10月6・13・20日（木
曜・全4回）午前10時40分～午後0時
30分
梓障害保健福祉センター
芦 10人（抽選）
費用　500円程度（教材費実費）

★障害者のためのパソコン教室
「パソコンで名刺を作ろう」

悪 18歳以上の身体障害者手帳、愛
の手帳、精神障害者保健福祉手帳の
いずれかを持つ区民で、ワードで日
本語の文書入力ができる人
葦 9月30日（金）午前10時45分～午後
0時30分
芦 10人（抽選）
費用　教材費がかかる場合あり

★障害者のためのパソコン教室

文字入力やインターネットの操作
方法等、基本操作を学習します。
悪 18歳以上の身体障害者手帳、愛
の手帳、精神障害者保健福祉手帳の
いずれかを持つ区民で、パソコン初
心者
葦 10月4日～12月6日（毎週火曜・全
10回）午前10時45分～午後0時30分
芦 9人（抽選）
費用　教材費がかかる場合あり

★障害者のための音楽セラピー

葦 10月6日、11月17日、12月1・15
日、平成24年1月5・19日、2月2・16
日、3月1・15日（木曜、全10回）午後
1時45分～3時45分
芦 15人（抽選）

★印の共通事項
悪 18歳以上の身体障害者手帳、愛
の手帳、精神障害者保健福祉手帳
のいずれかを持つ区民
梓障害保健福祉センター
渥電話またはファックスで、9月
16日（金）までに、障害保健福祉セ
ンターへ。申し込みの際、身体状
況の確認をさせていただくことが
あります。手話通訳・介護者が必
要な人は、ご相談ください。
� ☎5439－2511　FAX5439－2514
※一般の交通機関の利用が困難な
人は、巡回送迎バスを利用できま
す。

子ども家庭支援センター子育て
講座「子育てハッピーアドバイ
ス～子どもに伝わるほめ方・叱
り方」

悪区民で、3歳未満の子どもの保護
者
葦 9月30日（金）午前10時～正午
梓子ども家庭支援センター
芦 60人（申込順）※保育あり（未就学
児24人程度）�

渥電話で、9月2日（金）～15日（木）
に、みなとコール（午前9時～午後5
時受け付け）へ。　　　�☎5472－3710
旭子ども家庭支援センター

土曜体験教室「古代のアクセサ
リーを作ろう！」

勾
まが

玉
た ま

を作ってアクセサリーにしま
す。次回も参加すると管

くだ

玉
た ま

とセット
のネックレスになります。　　
悪区内在住・在学の小学1年生以上
（小学3年生以下は保護者同伴）
葦 9月17日（土）午後1時30分～3時30
分※次回予定…12月（管玉）、平成24
年2月（勾玉）。
梓三田図書館
芦 12人（申込順）※保育あり（3人）
渥電話で、9月11日（日）までに、み
なとコール（午前9時～午後5時受け
付け）へ。　　　　　　�☎5472－3710
旭港郷土資料館

江戸前みなと塾「学びのアクシ
ョン～漁業の世界に飛び込も
う！～」

東京海洋大学教授や江戸前漁師の
お話を聞き、船で昔の海苔漁場を巡
り、アナゴの生態を学ぶ、実体験中
心の講座です。
悪 18歳以上の芝浦港南地区在住・
在勤・在学者で、全日程参加できる
人
葦 10月8・22日、11月12・19日（土
曜・全4回）※いずれも午後1時開始
梓東京海洋大学品川キャンパス（港
南4－5－7）他
芦 20人（申込順）※参加決定者には
詳しい日程表をお送りします。
渥郵送またはファックスで、氏
名・住所（勤務先･在学先）・年齢・
電話番号・応募理由（東京湾につい
て何を学びたいか、どう考えている
か等）を明記の上、9月9日（金）まで
に、〒108－8547　芝浦港南地区総
合支所協働推進課地区政策担当へ。
� ☎6400－0013　FAX3452－4902

カフェ・コンサートのご案内

歌とサックスを交えてのジャズ・
コンサートを開催します。スタンダ
ードジャズを中心に、初秋の午後の
ひと時をお楽しみください。
葦 9月10日（土）午後2時30分～3時30
分
梓虎ノ門いきいきプラザ
渥当日直接会場へ。
鯵虎ノ門いきいきプラザ
� ☎3539－2941

港区音楽連盟第7回秋の小さな
音楽会

港区音楽連盟加盟5団体出演によ
るコンサートです。
葦 10月2日（日）午後2時～4時30分
梓高輪区民センターホール
渥当日直接会場へ。
鯵港区音楽連盟事務局
� ☎3436－3887
地域振興課文化協働推進係
� ☎内線2343

家具のリサイクル展

家庭で不用になった良質な木製家
具を引き取って展示し、希望者に抽

選の上無料（配送料は自己負担）で差
し上げます。
葦 9月9日（金）～10月1日（土）午前9
時30分～午後4時30分（日曜休館）
抽選　10月3日（月）午後1時30分
梓港資源化センター（品川駅港南口
（東口）から都バス品99品川埠頭循環
「品川埠頭」下車徒歩1分）※駐車場が
ありませんので公共の交通機関を利
用ください。
鯵港区家具のリサイクル展事務室
　　　　　　　　　　�☎3472－8186
清掃リサイクル課ごみ減量推進係
　� ☎3450－8273

平成23年度第1回多重債務特別
相談「多重債務110番」の開設

「多重債務問題は必ず解決する」こ
とをPRするため、都・区市町村と
の連携による特別相談を開設しま
す。来所が原則ですが、電話での相
談も受け付けます。
悪区内在住・在勤者
葦 9月5・6日（月・火）午前10時～午
後4時
梓消費者センター
渥来所での相談を希望する人は、
電話で、事前に消費者センターへ予
約してください。� ☎3456－6827
※多重債務に関する相談は、消費者
センターで常時受け付けています。

シニアのための合同就職面接会

　企業の採用担当者と面接ができま
す。履歴書持参でご参加ください。
悪おおむね55歳以上の就業希望者
葦 9月15日（木）午後1時30分～3時30
分（午後1時～3時受け付け）
梓港勤労福祉会館
渥当日直接会場へ。
鯵みなと・しごと55� ☎5232－0255
保健福祉課福祉活動支援係　
� ☎内線2381

公衆浴場高齢者無料開放デー

悪 65歳以上の区民
葦 9月19日（月・敬老の日）
梓

浴場名 ところ
万才湯 芝5－23－16
玉菊湯 白金3－2－3
アクアガーデン三越湯 白金5－12－16
麻布黒美水温泉竹の湯 南麻布1－15－12
南青山　清水湯 南青山3－12－3
ふれあいの湯 芝2－2－18

※ふれあいの湯は、9月20日（火）は
振替休業となります。
鯵保健福祉課福祉活動支援係　
� ☎内線2381

都営住宅地元割当（シルバーピ
ア）あき家入居者募集

募集住宅・戸数　北青山一丁目アパ
ート：単身者向け1戸、港南四丁目第
3アパート：単身者向け1戸
主な申し込み資格　（1）港区に3年以
上居住している（2）65歳以上の単身
者である（3）所得が基準以下である
（4）現に住宅を必要としている　等
※詳しくは、「申込みのしおり」をご
覧ください。
「申込みのしおり」配布期間

◆各高齢者相談センター◆　芝地区（芝）☎5232－0840　麻布地区（南麻布）☎3453－8032　赤坂地区（北青山）☎5410－3415　高輪地区（白金の森）☎3449－9669　
芝浦港南地区（港南の郷）☎3450－5905
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☎3578–21117

◎9月の乳幼児健診・育児相談

悪 4カ月育児相談（平成23年5月生
まれの人）1歳6カ月児健康診査（平
成22年2月生まれの人）3歳児健康診
査（平成20年8月生まれの人）
渥該当者には通知しています。届
かない人、転入した人、健診がお済
みでない人は、ご相談ください。

♥家族会

こころの病気がある人の家族の集
まりです。交流・相談・勉強会を通
じて家族同士でささえあい、学びあ
う場です。
悪区民で、こころの病気がある人
の家族
葦 9月14日（水）午後1時30分～3時30
分
梓地域生活支援センター

♥緩和ケアミニ講演会「住み慣
れた場所でがんと向き合おう～
医師によるミニ講話と相談のつ
どい」（予約制）

個別相談の他、緩和ケアを知る
100冊の本もご覧いただけます。
悪区民で、がんと診断されている
人・家族・友人、痛み等の緩和ケア
相談を希望する人
葦 9月21日（水）午前10時～11時30分
梓保健サービスセンター（赤坂）
テーマ　がんの治し方（1）外科療法・
化学療法・放射線療法の三大治療
芦 15人（申込順）

◎印の問い合わせ、♥印の申し込み
電話で、健康推進課地域保健係（保
健サービスセンター）へ。
� ☎3455－4772

30（さんまる）健診

30代を対象にした生活習慣病予防
のための健康診査です。血圧測定や
尿・血液検査等を行い、約1カ月後
に医師の結果説明と保健栄養相談、
骨粗しょう症検診（未受診の女性対
象）があります。
悪 30歳以上39歳以下の区民で、10
月に生まれた人（昭和47年10月～昭
和56年10月生まれの人）�※勤務先等
で受診できる人はご遠慮ください。
葦 10月12・26日（水）午前8時45分～
10時30分受け付け※保育あり（尿・
血液・胸部Ｘ線検査時にお預かりし
ます）
結果説明日　11月9・30日（水）午後1
時～2時受け付け

梓保健サービスセンター（赤坂）
芦各日70人（申込順）
渥 9月1日（木）～26日（月）に、健康
推進課健康づくり係（保健サービス
センター）へ（午前9時～午後5時受け
付け）。� ☎3455－4928
※6～9月誕生月で該当月に受診でき
なかった人は、9月12日（月）午前9時
から電話でお問い合わせください。
空きがあればご案内します。

●うさちゃんくらぶ参加者募集

初めての赤ちゃんと保護者の交流
会です。地区別の自己紹介や情報交
換、ミニ講座や子育てサービスの情
報提供を行います。
悪区民で、平成23年7月生まれの第
1子と保護者
葦 10月5・19日（水・全2回）午前10
時～11時30分
梓保健サービスセンター三田分室
（三田3－13－16三田43MTビル1階）
芦 50組（抽選）
持ち物　バスタオル・その他赤ちゃ
んに必要なもの

●両親学級（予約制）

主にパパになる人に体験していた
だく実習（赤ちゃんのお風呂と衣類
の着脱、妊婦体験ジャケット、お産
の補助動作）と講義（お産について）
を実施します（1日制）。
悪区民で、妊娠20週以降の妊婦と
そのパートナー（1人での参加可）
葦 10月8・22日（土）午後1時15分～4
時（いずれかに申し込みください）
梓保健サービスセンター（赤坂）
芦各回30組（抽選）
持ち物　母子健康手帳、筆記用具

●印の申し込み
電話で、9月1日（木）～10日（土）に、
みなとコール（午前9時～午後5時受
け付け）へ。� ☎5472－3710
※抽選結果は9月中旬発送予定
旭健康推進課地域保健係（保健サ
ービスセンター）

はじめての離乳食教室（予約
制）

　離乳食のはじめ方（お話・調理実
演）と赤ちゃんの歯の話をします。
悪区民で、平成23年4月生まれの赤
ちゃんのいる保護者
葦 9月28日（水）午後1時30分～2時40
分
梓保健サービスセンター（赤坂）
芦 45組（申込順）
持ち物　筆記用具、バスタオル、そ
の他赤ちゃんに必要なもの
渥電話で、9月5日（月）から、みな

とコール（午前9時～午後5時受け付
け）へ。　　　　　　　�☎5472－3710
旭健康推進課健康づくり係（保健サ
ービスセンター）

子育て講演会「いざというとき
のための子どもの応急手当」

子どもがけがや事故にあった時
に、慌てずに対応できるよう、消防
署職員から応急手当を学びます。
悪区民で、乳幼児の保護者
葦 9月27日（火）午前10時～正午
梓保健サービスセンター（赤坂）
芦 30人（申込順）※保育あり（0歳～
未就学児、20人）
渥電話で、9月2日（金）から、みな
とコール（午前9時～午後5時受け付
け）へ。　　　　　　� ☎5472－3710
※予約のない参加や保育、講演会場
への子どもの入室はできません。過
去に受講した人は、申し込みをご遠
慮ください。10月にも芝浦港南地区
で開催予定です。
旭健康推進課地域保健係（保健サー
ビスセンター）

うつ支援講演会「こころに寄り
添って助けあうということ～大
震災も踏まえて～」

つらい現実に直面しながらも、こ
ころを軽くする方法や、個人や仲間
とできるこころの支え合いについ
て、理解を深める講演会です。
悪区内在住・在勤・在学者
葦 10月19日（水）午後1時30分～4時
30分
梓麻布区民センター
芦 200人（申込順）※保育あり（未就
学児、20人）
渥電話で、9月2日（金）から、みな
とコール（午前9時～午後5時受け付
け）へ。� ☎5472－3710
※手話通訳が必要な人はファックス
で、健康推進課地域保健係へ。
� FAX3798－4619
旭健康推進課地域保健係（保健サー
ビスセンター）

港区緑と水の委員を募集します

区の緑と水の保全と創出に関する
施策の検討や実施に際して、区民や
事業者、学識経験者等、さまざまな
立場の皆さんの意見を反映するた
め、｢港区緑と水の委員会｣を設置し
ています。年3回の委員会で検討し
た結果を、区長に報告します。
悪 20歳以上の区内在住者で、区内
の緑と水の現状に詳しい人、または

興味がある人
任期　10月～平成25年9月（2年間）
芦 2人
斡書類選考および面接
渥環境課（区役所8階）で配布する区
民委員応募用紙に明記の上、郵送ま
たは直接、9月12日（月・必着）まで
に、〒105－8511　港区役所環境課
緑化推進担当へ。詳しくは、区のホ
ームページをご覧ください。
鯵環境課緑化推進担当� ☎内線2330

子育て座談会「赤ちゃんがいる
暮らし～みんなの育児はどう？
～」

講師や親子で話しながら、ほっと
ひといきしませんか。
悪麻布地区在住の、1歳6カ月以下
の子と保護者
葦 10月17日（月）午後1時30分～3時
梓麻布区民センター
芦 15組（申込順）※保育あり
渥電話で、9月20日（火）～10月12日
（水）に、麻布地区総合支所区民課保
健福祉係へ。　　　� ☎5114－8822

仏像講座「仏像に秘められたも
の」～数奇の運命をたどった仏
たち～

悪 60歳以上の区民
葦 9月24日（土）午後1時～3時
梓高輪いきいきプラザ
芦 80人（抽選）�
渥往復はがきに、講座名・住所・氏
名（ふりがな）・年齢・電話番号を明
記の上、9月10日（土・必着）までに、
〒108－0074港区高輪3－18－15　高
輪いきいきプラザへ。�☎3449－1643

再就職等支援セミナー「再就職
のための求人情報の集め方等」

再就職のための心構えや求人情報
の集め方、面接の受け方、履歴書の
書き方等についてお話しします。
悪おおむね55歳以上の人
葦 9月15日（木）午前10時～正午
梓港勤労福祉会館
芦 40人（申込順）
渥電話またはファックスで、みな
と・しごと55へ。
� ☎5232－0255　FAX5232－0256
鯵保健福祉課福祉活動支援係　
� ☎内線2381

認知症サポーター養成講座講師
を派遣します

　認知症の人や家族が地域で安心し
て生活できるように、認知症への理

区の手続きや施設・催し物のご案内は

年中無休　午前7時～午後11時
☎5472-3710

休日診療  
※受診するときは、あらかじめ電話で診療時間などをお問い合わせください。

診療時間 は午前 9 時～午後 5 時
診療時間 ★ は午後 5 時～午後10時

モバイルサイトからもご覧いただけます

9
月
4
日︵
日
︶

高浜クリニック（内） 港南2－2－16�谷田企画第一ビル6階 3471－1733

東京都済生会中央病院（内・外）三田1－4－17 3451－8211

井瀬歯科（歯） 芝5－29－18�NBC三田ビル1階 3454－6608

小林歯科医院（歯） 東麻布3－1－3 3586－3817

★南赤坂クリニック（内） 赤坂1－11－36�
レジデンスバイカウンテス420 5561－9258

港区休日歯科応急診療所 三田3－13－16　三田43MTビル1階
保健サービスセンター三田分室

3455－4927
（休日のみ）

電話がかかりにくい場合は、下記の診療案内へ

夜間対応当番薬局（毎日）　対応時間：午後8時～午前8時� ☎090－3690－3102

薬の相談

診療
案内

東京消防庁救急相談センター
（毎日24時間）

「＃7119」（プッシュ回線の固定電話、携帯電話）
☎3212－2323（ダイヤル回線の固定電話等）

東京都医療機関案内サービス
「ひまわり」
（毎日24時間）

☎5272－0303
ホームページ��http://www.himawari.metro.tokyo.jp/

電話
相談

小児救急
電話相談

月～金曜（祝日を除く）
午後5時～10時

土･日曜、祝日、年末年始
午前9時～午後5時

「＃8000」（プッシュ回線の固定電話、携帯電話）
☎5285－8898（ダイヤル回線の固定電話等）

港区休日くすり何でもテレホン　対応時間：午前9時～午後2時　※薬局の電話がかかりにくい場合は、☎090－9378－7915
9月4日（日） 中川薬局 三田2－7－9 5427－6728

区
役
所
・
総
合
支
所
へ
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
、
特
記
の
無
い
場
合
は
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。
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港区は、みどりの保全とごみの減量に努めています。
この広報紙は、古紙を利用した再生紙を使用しています。

　

近
年
、
局
地
的
に
短
時
間
で
多
量

の
雨
が
降
る
、｢

集
中
豪
雨｣
が
増
え

て
い
ま
す
。
区
内
で
も
過
去
に
集
中

豪
雨
や
台
風
に
よ
り
、
床
上
浸
水
等

の
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
日
頃

か
ら
の
備
え
が
必
要
で
す
。

港
区
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用

く
だ
さ
い

　

｢

港
区
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ｣

に

は
、
日
頃
の
備
え
や
浸
水
時
の
避
難

場
所
、
関
係
機
関
の
連
絡
先
等
、
詳

し
い
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
大
雨
へ
の
備
え
に
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
活
用
く
だ
さ
い
。

※�

土
木
課（
区
役
所
５
階
）お
よ
び
各

総
合
支
所
で
配
布
す
る
他
、
区
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
い
ざ
と
い
う
と

き
の
た
め
に
」か
ら
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

日
頃
の
備
え
は
何
が
大
事
？

家
の
近
く
の
避
難
場
所
に
行
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か

　

避
難
場
所
ま
で
の
道
順
を
確
認

し
、
実
際
に
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

半
地
下
式
の
住
居
や
駐
車
場

　

排
水
設
備（
ポ
ン
プ
）や
排
水
溝
・

土
の
う
・
止
水
板
を
備
え
ま
し
ょ

う
。

建
物
敷
地
内
の
排
水
ま
す
・
道
路
の

雨
水
ま
す

　

ま
す
に
泥
や
落
ち
葉
、
ご
み
が
詰

ま
る
と
敷
地
や
道
路
が
冠
水
す
る
原

因
に
な
り
ま
す
。
道
路
の
雨
水
ま
す

周
辺
の
清
掃
に
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

大
雨
が
降
っ
て
き
た
ら
ど
う
す
る
？

気
象
情
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
メ
ー
ル
で
、

最
新
の
気
象
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も�

｢

水
位
・
雨
量
情
報｣

を
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

浸
水
を
防
ぐ
準
備
を
し
ま
し
ょ
う

　

近
所
で
協
力
し
て
土
の
う
を
積
む

等
、
浸
水
防
止
を
早
め
に
進
め
ま
し

ょ
う
。
区
で
は
、
い
つ
で
も
自
由
に

使
用
で
き
る
よ
う
に
土
の
う
を
配
置

し
て
い
ま
す（
表
）。

　

な
お
、
都
道
や
国
道
で
の
水
害
等

に
つ
い
て
は
、
各
問
い
合
わ
せ
先
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

排
水
を
控
え
ま
し
ょ
う

　

大
雨
の
と
き
雨
水
に
加
え
て
家
庭

の
排
水
が
流
入
す
る
と
、
下
水
道
の

負
担
が
増
し
、
低
い
土
地
の
浸
水
被

害
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
下
水

道
へ
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
、
お
風

呂
や
洗
濯
等
の
大
量
の
水
を
流
す
こ

と
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

　

水
害
の
影
響
が
少
な
い
地
域
の
皆

さ
ん
も
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

港
区
の
気
象
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信

し
ま
す

　

区
に
発
令
さ
れ
た
大
雨
洪
水
注
意

報
・
警
報
等
の
気
象
情
報
を
、
携
帯

電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
メ
ー
ル
で
配
信

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

登
録
方
法
は
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

雨
水
浸
透
施
設
設
置
に
対
す
る
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す

　

水
害
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
敷
地

面
積
５
０
０
㎡
未
満
の
、
個
人
が
所

有
す
る
住
宅
等
に
お
け
る
雨
水
浸
透

施
設
の
設
置
に
対
し
て
、
工
事
費
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問 い 合 わ せ
各
総
合
支
所
協
働
推
進
課
土
木

係�

☎
欄
外
参
照

○
都
道
に
つ
い
て

東
京
都
建
設
局
第
一
建
設
事
務

所�

☎
３
４
５
２
‐
１
４
６
４

（
休
日
・
夜
間
）

�

☎
３
３
４
３
‐
４
０
６
１

○
国
道
に
つ
い
て

国
道
１
号
・
15
号

東
京
国
道
品
川
出
張
所

�

☎
３
７
９
９
‐
６
３
１
５

国
道
２
４
６
号

東
京
国
道
代
々
木
出
張
所

�

☎
３
３
７
４
‐
９
４
５
１

○
水
が
引
い
た
後
の
消
毒
の
依

頼
に
つ
い
て

生
活
衛
生
課
生
活
衛
生
相
談
係

（
生
活
衛
生
セ
ン
タ
ー
）

�

☎
５
１
１
４
‐
３
０
０
４

○
古
川
の
工
事
に
つ
い
て

東
京
都
建
設
局
第
一
建
設
事
務

所
工
事
課
工
務
係

�
☎
３
５
４
２
‐
１
２
９
２

○
下
水
道
に
つ
い
て

東
京
都
下
水
道
局
中
部
下
水
道

事
務
所
港
出
張
所（
台
場
地
区

除
く
）

�

☎
３
７
９
８
‐
５
２
４
３

東
京
都
下
水
道
局
東
部
第
一
下

水
道
事
務
所
江
東
出
張
所（
台

場
地
区
）

�

☎
３
６
４
５
‐
９
２
７
３

○
雨
水
浸
透
施
設
設
置
の
助
成

に
つ
い
て

土
木
課
土
木
計
画
係

�

☎
内
線
２
２
１
８
・
９

　

地
震
や
台
風
等
に
備
え
、
建
物
や

崖
・
擁よ

う
へ
き壁

、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
点
検

し
ま
し
ょ
う
。
被
害
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
も
、
日
頃
の
点
検
が
重
要
で

す
。

崖
・
擁
壁
の
点
検

　

次
の
よ
う
な
崖
や
擁
壁
は
崩
壊
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
日
頃
か

ら
早
め
に
手
当
て
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
特
に
、
排
水
溝
や
水
路
の
掃
除

を
定
期
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

注
意
が
必
要
な
崖

⑴
高
く
て
勾
配
が
急
な
も
の

⑵
崖
の
上
面
や
斜
面
部
分
で
地
肌
が

見
え
る
状
態
の
も
の

⑶
亀
裂
が
あ
る
も
の

⑷
盛
土
や
切
土
の
上
に
さ
ら
に
盛
土

を
し
た
も
の

⑸
崖
の
上
部
が
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い

る
も
の

⑹
崖
の
上
部
や
斜
面
に
、
大
き
な
樹

木
が
あ
る
も
の

　

先
端
技
術
館
＠
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ａ（
テ

ピ
ア
）を
鑑
賞
す
る
北
青
山
ツ
ア
ー

を
開
催
し
ま
す
。

　

先
端
技
術
と
い
う
と
難
し
そ
う
で

す
が
、
身
の
周
り
に
使
わ
れ
て
い
る

技
術
や
、
近
い
将
来
私
た
ち
が
使
う

よ
う
に
な
る
も
の
等
を
、｢

く
ら
し

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン｣｢

健
康
と

医
療
」「
環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資

源
」等
の
テ
ー
マ
ご
と
に
展
示
し
、

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

鑑
賞
中
は
、
主
な
展
示
や
参
加
者

が
興
味
を
抱
い
た
内
容
に
つ
い
て
、

ス
タ
ッ
フ
が
分
か
り
や
す
く
説
明

し
、
展
示
の
一
部
は
実
際
に
触
れ
て

体
験
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
楽
し

ん
で
い
ろ
い
ろ
な
知
識
が
身
に
付
き

ま
す
。

対
象　

60
歳
以
上
の
区
民

※
付
き
添
い
な
し
で
歩
け
る
人

と
き　

10
月
12
日（
水
）午
後
１
時
30

分
～
３
時
20
分

定
員　

20
人（
抽
選
）

費
用　

無
料

申
し
込
み　

往
復
は
が
き（
１
人
１

枚
。
た
だ
し
、
と
も
に
60
歳
以
上
の

夫
婦
の
応
募
は
、
１
組
１
枚
ま
で
）

に
、
①
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
巡
り
北
青
山

ツ
ア
ー
希
望
②
住
所
③
氏
名（
ふ
り

が
な
）④
年
齢
⑤
電
話
番
号（
夫
婦
で

応
募
の
場
合
は
２
人
と
も
③
④
を
記

入
）を
明
記
の
上
、
９
月
15
日（
木
・

必
着
）ま
で
に
、
〒
105
‐
8511　

港
区

役
所
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
福
祉
係

へ
。

抽
選
結
果
の
連
絡

　

９
月
28
日（
水
）ま
で
に
、
申
し
込

み
者
全
員
に
は
が
き
で
通
知
し
ま
す
。

問い合わせ
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
福
祉
係

�

☎
内
線
２
３
９
５

注
意
が
必
要
な
擁
壁

⑴
地
表
水
が
集
ま
り
や
す
く
、
排
水

設
備
が
な
い
も
の

⑵
水
抜
き
穴
が
な
い
も
の
や
、
あ
っ

て
も
数
が
少
な
か
っ
た
り
、
有
効
に

機
能
し
て
い
な
い
も
の

⑶
軟
弱
な
地
盤
上
に
あ
る
も
の
で
、

不
同
沈
下
が
あ
る
も
の

⑷
亀
裂
が
あ
る
も
の

⑸
前
傾
し
た
り
、
膨
ら
ん
だ
り
し
て

い
る
も
の

⑹
増
し
積
み
を
し
た
も
の

⑺
上
部
に
大
き
な
樹
木
が
あ
る
も
の

⑻
風
化
が
著
し
い
も
の

　

異
変
に
気
付
い
た
と
き
は
、
ビ
ニ

ー
ル
シ
ー
ト
等
で
表
面
を
覆
い
、
雨

水
の
浸
入
を
防
ぎ
、
早
急
に
改
善
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
点
検

　

過
去
に
、
地
震
で
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

が
倒
れ
多
数
の
死
傷
者
が
出
ま
し

た
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
は
、
通

行
人
が
危
険
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
避
難
や
救
助
活
動
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
。
ぜ
ひ
、
点
検
を

し
て
く
だ
さ
い
。

点
検
項
目

⑴
高
さ
２
ｍ
を
超
え
て
い
な
い
か

⑵
長
さ
３
・
４
ｍ
以
内
ご
と
に
控ひ

か
え
か
べ壁

が
あ
る
か

⑶
基
礎
が
あ
る
か

⑷
擁
壁
や
石
積
み
の
上
に
ブ
ロ
ッ
ク

塀
を
設
置
し
て
い
な
い
か

⑸
老
朽
化
、
亀
裂
、
ぐ
ら
つ
き
、
傾

斜
が
な
い
か

⑹
化
粧
す
か
し
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
用
し

て
い
な
い
か

等
で
す
。

　

該
当
す
る
項
目
が
あ
る
場
合
は
、

建
築
士
等
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
生
垣
や
フ
ェ
ン
ス
に
取
り
替

え
る
こ
と
も
考
え
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
生
垣
に
す
る
場
合
は
、
助

成
制
度
も
あ
り
ま
す
。

建
物
の
外
壁
や
窓
ガ
ラ
ス
等
の
落
下

に
も
注
意

　

台
風
等
の
強
風
時
や
地
震
の
と
き

に
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
普
段
で
も

経
年
変
化
に
よ
り
窓
ガ
ラ
ス
や
外
装

材
、
看
板
、
室
外
機
等
が
落
下
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
安
全

の
た
め
の
維
持
管
理
を
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。

問い合わせ
建
築
課
構
造
係

�

☎
内
線
２
２
９
５
～
７

宇宙人のものまね
が上手なコミュニ
ケーションロボッ
ト Papero（パペ
ロ）（日本電機㈱）

▲先端技術館＠ＴＥＰＩＡ

◆各総合支所協働推進課土木係◆　芝地区☎3578－3131　麻布地区☎5114－8803　赤坂地区☎5413－7015
高輪地区☎5421－7615　芝浦港南地区☎6400－0032

表　土のう配置場所
地
区 ところ 住所

芝

桜田公園 新橋3－16－15

塩釜公園 新橋5－19－7

南桜公園 西新橋2－10－13

麻
布

新広尾公園（小山橋） 麻布十番4－5－1

中ノ橋児童遊園 東麻布1－30－1

一の橋公園 東麻布3－9－1

南麻布一丁目児童遊園 南麻布1－7－29

古川橋児童遊園 南麻布2－15－11

古川沿緑地 南麻布3－19、20先

笄児童遊園 西麻布2－1－2

西麻布緑地 西麻布2－24

赤
坂

氷川公園 赤坂6－5－4

青山公園 南青山2－21－12

北青山一丁目児童遊園 北青山1－6－6

高
輪

白金公園 白金3－1－16

三光児童遊園 白金5－12－5

奥三光児童遊園脇 白金6－22－16

白金小学校 白金台1－4－26

仏所護念会駐車場 白金台2－1－1向かい

白金台四丁目児童遊園 白金台4－4－14

高輪公園入口 高輪3－21－1

芝
浦
港
南

芝浦公園 芝浦3－1－2

集
中
豪
雨
や
台
風
時
の

　
　

大
雨
に
備
え
ま
し
ょ
う

集
中
豪
雨
や
台
風
時
の

　
　

大
雨
に
備
え
ま
し
ょ
う

歩
い
て
学
ん
で
楽
し
む

歩
い
て
学
ん
で
楽
し
む

ゆう
ゆう

ゆう
ゆう
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
巡り巡り

災
害
に

　

備
え
て

災
害
に

　

備
え
て

▶


